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令和 8年度　担当教員研究内容一覧
系講
座 研　究　分　野 担　当　教　員 研　　　　究　　　　内　　　　容
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系

人
　
間
　
行
　
動
　
学

基 礎 心 理 学 教 授 入戸野　　　宏 実験心理学、心理生理学、「かわいい」の心理学

応 用 認 知 心 理 学
教 授 篠 原 一 光 日常的場面における行動と認知の実証的研究、認知人間工学、交通心理学
講 師 木 村　　 司 予測に関する心理学研究、応用認知心理生理学、心理工学

社 会 心 理 学
教 授 三 浦 麻 子 コミュニケーション・集団過程に関する実験社会心理学研究
教 授 綿　村　英一郎 法と心理、司法制度に関わる心理学的研究

臨床死生学・老年行動学
教 授 権 藤 恭 之 高齢期の認知機能の特徴、超高齢期における心理的発達、長寿要因の研究
准 教 授 中 川　　 威 成人期の健康と幸福、生涯発達心理学、縦断研究法

環 境 行 動 学
教 授 三　好　恵真子 実践志向型地域研究による環境問題の課題解決、食と環境、人

と自然との共生、環境修復・リサイクル技術開発
准 教 授 青 野 正 二 環境問題の諸要因と人間行動、騒音制御、音響学、環境評価、環境デザイン

安 全 行 動 学 准 教 授 中　井　　　宏 効果的な安全教育プログラムの開発と実践、不安全行動の個人差研究

行 

動 

生 

態 

学

発 達 認 知 科 学
教 授 鹿子木　康　弘 乳幼児を対象とした社会的認知に関する発達研究
講 師 萩 原 広 道 乳幼児期における言語・認知・やりとりの発達認知科学

行 動 生 理 学 教 授 八十島　安　伸 学習・記憶・情動・行動選択の脳基盤についての行動神経科学的研究
行 動 統 計 科 学 准 教 授 山 本 倫 生 統計的データ解析手法とその数理的基礎理論の研究開発
生 物 人 類 学 教 授 西　村　　　剛 言語進化の研究、霊長類の音声のバイオメカニクス

比 較 行 動 学
准 教 授 山 田 一 憲 霊長類の社会行動の至近要因・発達・適応的機能・進化に関する研究
講 師 勝　　　野吏子 コミュニケーションに関する比較認知・行動学

認 知 行 動 工 学
教 授 平 井   啓 認知変容・行動変容・意思決定・問題解決に関する実践的研究
教授【兼】
ウェルネス推進機構
健康支援相談センター

足 立 浩 祥 睡眠と学生・教職員のメンタルヘルスに関する研究
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社
　
会
　
環
　
境
　
学

現代社会と社会理論
教 授 山 田 陽 子 感情社会学、医療社会学、社会問題論、社会学史
准 教 授 松 村 一 志 科学社会学、歴史社会学・言説分析、社会理論

経 験 社 会 学
教 授 村　上　あかね ハウジングと家族の国際比較研究、社会階層論、社会調査論
准 教 授 五十嵐　　　彰 移民研究、排外意識・集団間関係研究
講 師 齋 藤 僚 介 ナショナリズム論、政治的分極化、メディア効果論

公 共 社 会 学

教 授 丸 山 真 央 地域社会学、都市社会学、政治社会学
准 教 授 遠 藤 知 子 福祉理論、社会政策、現代政治理論、デモクラシー論

准 教 授 クロイドン・シルビア
CROYDON Silvia 犯罪社会学、生命倫理学、人権理論と実践

准 教 授 三　谷　はるよ 家族社会学、福祉社会学、ACE（子ども期の逆境体験）研究

基
　
礎
　
人
　
間
　
科
　
学

科学哲学・分析哲学 教 授 森 田 邦 久 科学史、科学哲学、科学技術社会論、分析哲学、分析形而上学

哲 学 と 質 的 研 究
教 授 村 上 靖 彦 現象学、現象学的な質的研究
講 師 飯 塚 理 恵 分析哲学、倫理学、認識論、フェミニズム、ELSI、生命倫理
教授【兼】
COデザインセンター ほんま　な　ほ 哲学プラクティス、フェミニズム哲学

比 較 文 明 学 教 授 野 尻 英 一 哲学、社会理論、精神分析、表象文化論

人 類 学
教 授 福　岡　まどか アートの人類学的研究、文化表象と身体表象の人類学的研究、東南

アジアの上演芸術研究、現代アートとポピュラーカルチャー研究
教 授 白 川 千 尋 医療人類学、開発人類学、宗教人類学

科 学 技 術 と 文 化
教 授 森 田 敦 郎 科学技術の人類学、気候変動適応における科学技術と文化的想

像力のダイナミズム、人新世の環境人文学
講 師 鈴　木　和歌奈 科学技術社会論、実験室の民族誌、ケア論、情動論
講師【兼】
社会技術共創研究センター 森 下　　 翔 社会人類学、科学技術の人類学、科学論、ELSI/RRI

教
　
　
育
　
　
学
　
　
系

臨
　
　
床
　
　
教
　
　
育
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教 育 人 間 学 教 授 岡 部 美 香 教育人類学・教育民俗学としての子ども（インファンス）の教
育人間学、近代教育思想（史）研究

人 間 変 容 論 教 授 藤 川 信 夫 人間の変化・変容のパターンに関する理論的及び実践的研究 
［令和 9年 3月退任予定］

教 育 工 学

教 授 西 森 年 寿 テクノロジー活用などの学習環境のデザインに関する研究
准 教 授 後 藤 崇 志 人の主体的な社会適応を支える教育・学習過程の研究
教授（兼） 齊 藤 貴 浩 教育事業評価、大学評価、高校生の進路選択、プログラミング教育
教授【兼】
全学教育推進機構 村 上 正 行 大学教育における教育データ分析、授業デザインに関する研究
准教授【兼】

国際機構 
国際教育交流センター

岡 本 紗 知 科学教育（科学アイデンティティや研究観の変容についての質的研究）

准教授【兼】
スチューデント・ライフサイクル

サポートセンター
仲 谷 佳 恵 英語学習支援、教育・学習支援システム開発、教育における

ICT活用
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教 育 心 理 学
教 授 野 坂 祐 子 被害体験による影響とその回復に関する研究
講 師 直 原 康 光 離婚・再婚及び両親間葛藤が子どもに及ぼす影響に関する研究

臨 床 心 理 学
（MC臨床心理士養成コース）

教 授 野 村 晴 夫 心理療法、生涯発達における語り（ナラティヴ）と記憶想起の機能の研究
教 授 佐々木　　　淳 社交不安に関する研究及び認知行動療法の実践と研究
准 教 授 管 生 聖 子 周産期・精神科医療領域のこころのケア、グリーフケア、マインドフルネス
准 教 授 藤 野 陽 生 アセスメントと支援効果に関する研究、親と子の発達と障害の心理学
教授（兼）
教育心理学研究分野 野 坂 祐 子 被害体験による影響とその回復に関する研究
准教授【兼】
ウェルネス推進機構
健康支援相談センター

石 金 直 美 生涯発達の段階、病態水準、心理療法の行われる場の違いによ
る心理療法のプロセスおよび治癒因子の研究

講師【兼】
ウェルネス推進機構
健康支援相談センター

広 木 芽 枝 ユング心理学的視点から心理臨床における「影」の研究

教
　
　
育
　
　
環
　
　
境
　
　
学

教 育 社 会 学
教 授 木 村 涼 子 ジェンダーと教育に関する研究、ジェンダーに関する歴史社会学

［令和 ９年 ３月退任予定］
教 授 荒 牧 草 平 階層とネットワークが教育格差、教育態度、信頼、共生意識等に与える影響
准教授（兼）
国際交流室 安 元 佐 織 家族社会学・質的研究法・日米文化比較研究

教 育 制 度 学
教 授 園 山 大 祐 EU/フランス/マイノリティの教育政策・制度に関する比較国際研究
准 教 授 髙 橋　　 哲 アメリカ／子どもの教育を受ける権利／教師の働き方／教育改革の日米比較

生 涯 教 育 学

教 授 北 山 夕 華 北欧／イギリス／多文化社会の教育実践と社会正義、シティズンシップ教育
教授（兼）
教育社会学研究分野 木 村 涼 子 ジェンダーと教育に関する研究、ジェンダーに関する歴史社会学

［令和 ９年 ３月退任予定］
准教授【兼】

国際機構 
国際教育交流センター

石　倉　佑季子 高等教育政策、大学の国際化、入試の多様化

教 育 文 化 学
教 授 髙 田 一 宏 同和教育論、地域教育論、教育と福祉の連携に関する研究
准 教 授 知 念　　 渉 学校から仕事への移行、エスノグラフィー、若者文化

共
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系

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学

福 祉 と 人 間 学

教 授 斉 藤 弥 生 社会福祉学、高齢者介護・地域福祉・ボランティア等に関する
研究、北欧社会研究［令和11年 ３ 月退任予定］

教 授 近 藤 和 敬 共生の哲学・思想、現代フランス哲学、日本の思想
准 教 授 中 井 好 男 ことばとその活動、ディスアビリティから共生を考える質的研究
講 師 佐 藤 桃 子 子ども家庭福祉、ソーシャルワーク、北欧社会の子ども研究
教授【兼】
COデザインセンター 山 﨑 吾 郎 文化人類学、科学技術社会論、ヒト学、学際共創（トランスデ

ィシプリナリティ）研究

地 域 共 生 学

教 授 渥 美 公 秀 ボランティア行動を介した被災者・被災地との共生に関する
グループ・ダイナミックス研究［令和9年3月退任予定］

教 授 稲 場 圭 信 利他主義・市民社会のアクション・リサーチ、ソーシャル・キ
ャピタルとしての宗教に関する研究

准 教 授 宮　本　　　匠 災害復興、防災・減災、地域活動についてのアクションリサーチ
准 教 授 福 田　　 雄 宗教社会学、慰霊・追悼研究、苦難の社会学、災害研究

グ
ロ
ー
バ
ル
学

国 際 協 力 学

教 授 大 谷 順 子 国際保健・人口学、母子保健、国際災害社会学、中国・中央ア
ジア地域の社会開発、研究方法論

教 授 杉 田 映 理 水・衛生・月経対処の諸問題、アフリカにおける社会開発・国
際協力に関する研究、開発人類学

准 教 授 坂 口 真 康 グローバル時代における共生社会と共生教育に関する研究

講 師 伊　東　さなえ 南アジア（主にネパール）における開発や環境変動に関連する
研究、災害人類学、開発人類学

環 境 共 生 学

教 授 モハーチ・ゲルゲイ
MOHACSI Gergely

病気と創薬の比較民族誌研究、気候変動における植物と人間の
共生、プラネタリーヘルス

准 教 授 太 田 貴 大 生態系サービス、自然環境共生、自然環境政策、持続的な農林
水産業、野生生物―人間関係

准 教 授 佐　伯　いく代 保全生態学、生物多様性や人と自然との共生に関わる研究

講 師 古　賀　勇　人 環境・エネルギーをめぐる共生、人文地理学、ポリティカル・
エコロジー

准教授（兼）
比較行動学研究分野 山 田 一 憲 利害の対立と葛藤解決がもたらす霊長類の社会進化、動物と人間の共生

（注）１� ．この一覧表は令和 8年 4月 １日現在で作成しています。�  
以後の変更は人間科学研究科ウェブサイト（https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/applicants_for_graduate/admission.html）
等でお知らせしますので、ご確認ください。
２� ．職名の（兼）は研究科内兼任教員を、【兼】は研究科外の兼任教員を示します。職名の下の表記は所属を示します。
３� ．「（兼）研究科内兼任教員」及び「【兼】研究科外兼任教員」は、主たる指導教員になることができません。�  
（※副指導教員になることは可能）�  
出願に当たっては、事前に希望する研究分野の専任教員に連絡のうえ、出願してください。


